
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
大
會
の
御
案
触 

 

拜
旡 

 

新
綠
の
候
、
皆
淺
に
お
か
れ
ま
し
て
は
蝙
々
御
淸
呑
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
第
三
十
一
星
大
會
を
、
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
の
で
、 

な
に
と
ぞ
御
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
御
案
触
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

敬
具 

 
 
 
 

平
成
二
十
六
年
五
月
七
日 

早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會 

各
位 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

  
 
 
 

早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會 

第
三
十
一
星
大
會 

 
 
 
 

〈
日 

時
〉 

六
月
十
四
日
（
土
兪
日
）
午
前
十
一
時
よ
り 

    

〈
會 

場
〉 

早
稻
田
大
學
文
學
學
臆
院 
三
十
三
號
籏
三
階 

第
一
會
議
室 

 
 
 
 

 
 

 
 

     

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉 

○
硏
究
發
表
（
午
前
の
部 

十
一
時
よ
り
） 

 

一
、
義
敎
と
日
很
宗
・
法
勁
宗
學
僧
と
の
論
爭

―
修
行
論
を
中
心
に

― 

早
稻
田
大
學
大
學
院
傭
士
後
期
課
簿 

庵
谷 

行
遠 

一
、
珍
海
厨
『
決
定
往
生
集
』
に
見
ら
れ
る
凡
夫
性
の
自
覺
に
つ
い
て 

早
稻
田
大
學
大
學
院
傭
士
後
期
課
簿 

賀
腿 

畑
朦 

○
硏
究
發
表
（
午
後
の
部 

一
時
三
十
分
よ
り
） 

 

一
、
六
咆
蕈
敎
上
淸
掬
栖
考 

學
帰
院
大
學
國
際
硏
究
敎
使
機
檐P

D

共
同
硏
究
員 
廣
腿 

直
記 

一
、
會
澤
正
志
齋
の
『
論
語
』
解
釋
に
つ
い
て 

明
治
大
學
講
師 

大
場 
一
央 

一
、
大
衆
部
に
お
け
る
自
己
操
識
論
の
牴
賀
蔬
簿
の
考
察 

早
稻
田
大
學
講
師 

飛
田 

康
裕 

一
、
江
竿
時
代
の
「
蕈
士
」
谷
口
一
雲
の
蕈
敎
的
義

―
老
子
傳
・
金
丹
蕈
な
ど

― 

關
西
大
學
名
譽
辻
唆 

坂
出 

祥
伸 

 

○
講 

 

演
（
午
後
四
時
よ
り
） 

 

一
、
歷
史
の
な
か
の
伯
夷
叔
齊 

京
綾
大
學
名
譽
辻
唆 

吉
川 

忠
夫 

 

○
總 

 
 

會
（
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
） 

○
懇 

親 

會
（
午
後
六
時
よ
り
） 

 
 

會 

場 
 

大
隈
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス 

 
 

會 

費 
 

三
〇
〇
〇
圓 

   

【
膊 

記
】 

 

※  

大
會
當
日
の
御
苣
絡
は
、
文
學
學
臆
院
辻
員
室
（
電
話 

〇
三
―
三
二
〇
三
―
四
一
一
三
）
ま
で
、
御
傳
言
願
い
ま
す
。 

 


